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年
譜
と
学
位

一
九
五
六
年
一
〇
月　
　

三
重
県
に
生
ま
れ
る

一
九
七
五
年　

三
月　
　

三
重
県
立
四
日
市
高
等
学
校
卒
業

一
九
七
五
年　

四
月　
　

東
京
大
学
文
科
三
類
入
学

一
九
八
一
年　

三
月　
　

東
京
大
学
文
学
部
二
類
国
史
学
専
修
課
程
卒
業
（
文
学
士
）

一
九
八
一
年　

四
月　
　

東
京
大
学
大
学
院
人
文
科
学
研
究
科
国
史
学
専
攻
修
士
課
程
入
学

一
九
八
三
年　

三
月　
　

同
修
了
（
文
学
修
士
）

一
九
八
三
年　

四
月　
　

東
京
大
学
大
学
院
人
文
科
学
研
究
科
国
史
学
専
攻
博
士
課
程
入
学

一
九
八
五
年　

三
月　
　

同　

中
途
退
学

二
〇
〇
〇
年
度　

博
士
（
文
学
）
東
京
大
学
（『
平
安
京
の
歴
史
と
構
造
』）

職
歴

一
九
八
五
年　

四
月　
　

山
形
大
学
人
文
学
部
専
任
講
師

一
九
八
九
年　

四
月　
　

山
形
大
学
人
文
学
部
助
教
授

二
〇
〇
二
年　

二
月　
　

山
形
大
学
人
文
学
部
教
授

二
〇
〇
二
年　

四
月　
　

青
山
学
院
大
学
文
学
部
史
学
科
教
授

二
〇
一
二
年　

四
月　
　

青
山
学
院
大
学
史
学
科
主
任･

専
攻
科
主
任
（
二
〇
一
四
年
三
月
ま
で
）

二
〇
一
六
年　

四
月　
　

青
山
学
院
大
学
文
学
部
大
学
協
議
会
委
員
（
二
〇
一
八
年
三
月
ま
で
）

二
〇
二
一
年　

四
月　
　

青
山
学
院
大
学
文
学
部
大
学
協
議
会
委
員
（
二
〇
二
三
年
三
月
ま
で
）
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二
〇
二
五
年　

三
月　
　

青
山
学
院
大
学
定
年
退
職

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
の
間
、
東
北
学
院
大
学
、
米
沢
女
子
短
期
大
学
、
国
学
院
大
学
文
学
部
、
聖
心
女
子
大
学
大
学
院
で
非
常
勤
講
師
を
務
め
る
。

業
績

【
単
著
等
】

『
平
安
京
―
そ
の
歴
史
と
構
造
―
』（
吉
川
弘
文
館
）�

一
九
九
五
年
一
二
月

『
日
本
の
歴
史
と
社
会
』（
五
味
文
彦
、
杉
森
哲
也
編
）
放
送
大
学
教
育
振
興
会
（
分
担
）�

二
〇
〇
九
年　

三
月

『
平
安
京
の
災
害
史
―
都
市
の
危
機
と
再
生
―
』（
歴
史
文
化
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
三
四
五
）
吉
川
弘
文
館�

二
〇
一
二
年　

五
月

『
平
城
京
成
立
史
論
』
吉
川
弘
文
館�

二
〇
一
三
年
一
一
月

『
神
島
の
歴
史
と
空
間
―
日
本
の
原
風
景
―
』
名
著
出
版�

二
〇
二
二
年　

八
月

【
論
文
】

「
京
戸
に
つ
い
て
―
都
市
と
し
て
の
平
城
京
―
」『
史
学
雑
誌
』
九
三
編
六
号�

一
九
八
四
年　

六
月

「
平
安
京
の
支
配
機
構
―
在
家
支
配
を
中
心
に
―
」『
史
学
雑
誌
』
九
四
編
一
号�

一
九
八
五
年　

一
月

「
わ
が
国
に
お
け
る
都
城
の
成
立
と
そ
の
意
義
」『
比
較
都
市
史
研
究
』
四
巻
二
号�

一
九
八
五
年　

九
月

「
天
童
市
西
沼
田
遺
跡
の
調
査
―
よ
み
が
え
る
古
代
東
北
の
集
落
―
」『
月
刊
文
化
財
』
二
六
八
号�

一
九
八
六
年　

一
月

「
平
城
宮
の
『
外
司
』
―
令
集
解
宮
衛
令
開
閉
門
条
古
記
を
め
ぐ
っ
て
―
」『
山
形
大
学
史
学
論
集
』
八
号�

一
九
八
八
年　

二
月

「
御
倉
町
小
考
」『
昭
和
六
三
年
度
山
形
大
学
教
育
研
究
学
内
特
別
経
費
報
告
書
』（
山
形
大
学
人
文
学
部
）�

一
九
八
九
年　

四
月

「
院
御
所
の
御
倉
町
」『
山
形
大
学
史
学
論
集
』
一
〇
号�

一
九
九
〇
年　

二
月

「
平
安
京
の
社
会
と
経
済
」（
笹
山
晴
生
編
『
古
代
を
考
え
る　

平
安
の
都
』
吉
川
弘
文
館�

一
九
九
一
年　

二
月

「
御
倉
町
と
細
工
所
―
平
安
京
に
お
け
る
手
工
業
者
支
配
の
一
例
―
』（
比
較
都
市
史
研
究
会
編
『
都
市
と
共
同
体
』
上
巻
）
名
著
出
版�

一
九
九
一
年　

八
月

「
日
唐
都
城
比
較
制
度
史
論
」（
池
田
温
編
『
中
国
礼
法
と
日
本
律
令
制
』）
東
方
書
店�

一
九
九
二
年　

三
月

「
藤
原
京
と
平
城
京
」『
東
北
文
化
論
の
た
め
の
先
史
学
歴
史
学
論
集
』（
加
藤
稔
先
生
還
暦
記
念
会
編
）
今
野
印
刷�

一
九
九
二
年　

五
月
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「
都
城
」（
池
田 

温
編
『
古
代
を
考
え
る 

唐
と
日
本
』）
吉
川
弘
文
館�

一
九
九
二
年　

六
月

「
都
城
・
国
府
・
城
柵
」『
西
村
山
地
域
史
の
研
究
』
一
一
号�

一
九
九
三
年　

九
月

「
条
坊
の
論
理
―
日
本
古
代
都
市
論
覚
書
」（
笹
山
晴
生
先
生
還
暦
記
念
会
編
『
日
本
律
令
制
論
集
』
上
巻
）
吉
川
弘
文
館�

一
九
九
三
年　

九
月

「
平
安
初
期
の
都
市
政
策
」『
古
代
文
化
』
四
六
巻
三
号�

一
九
九
四
年　

三
月

「
研
究
動
向 

古
代
都
市
史
」『
年
報
都
市
史
研
究
』
四
号�

一
九
九
六
年
一
一
月

「
律
令
国
家
と
出
羽
国
」『
山
形
考
古
』
六
巻
一
号�

一
九
九
七
年　

二
月

「
都
城
の
変
容
―
平
安
京
の
構
成
原
理
―
」『
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告
』
七
四
集�

一
九
九
七
年　

三
月

「
都
城
と
イ
デ
ア
」『
建
築
雑
誌
』
一
四
〇
六
号�

一
九
九
七
年　

五
月

「
都
城
の
成
立
と
京
戸
」「
古
代
都
城
制
研
究
集
会
第
三
回
報
告
集
」『
古
代
都
市
の
構
造
と
展
開
』（
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
）�

一
九
九
八
年　

二
月

「
律
令
国
家
の
支
配
構
造
」（
中
村
修
也
編
『
続
日
本
紀
の
世
界
』）
思
文
閣
出
版�

一
九
九
八
年　

六
月

「
日
本
都
市
史
研
究
ノ
ー
ト
―
古
代
都
市
論
と
中
世
都
市
論
―
」『
山
形
大
学
史
学
論
集
』
一
九
号�

一
九
九
九
年　

二
月

「
最
上
川
中
流
域
に
お
け
る
古
代
村
落
の
様
相
」『
山
形
県
寒
河
江
市
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
書
』（
寒
河
江
市
教
育
委
員
会
）�

一
九
九
九
年　

三
月

「
京
都
―
古
代
か
ら
中
世
へ
―
」（
佐
藤
信
、
吉
田
伸
之
編
『
新
体
系
日
本
史
6　

 

都
市
社
会
史
』）
山
川
出
版
社�

二
〇
〇
一
年　

六
月

「
日
本
古
代
の
都
城
の
形
成
を
め
ぐ
っ
て
」『
年
報
都
市
史
研
究
』
九
号�

二
〇
〇
一
年
一
〇
月

「
首
都
論
と
日
本
古
代
の
都
城
―
律
令
国
家
と
都
城
―
」『
日
本
史
研
究
』
四
七
六
号�

二
〇
〇
二
年　

四
月

「
古
代
の
都
市
問
題
」『
歴
史
と
地
理
』
五
五
五
号�

二
〇
〇
二
年　

六
月

「
記
紀
に
み
え
る
日
本
古
代
の
宮
号
」『
山
形
大
学
歴
史
・
地
理
・
人
類
学
論
集
』
四
号�

二
〇
〇
三
年　

三
月

「
佐
伯
今
毛
人
―
東
大
寺
造
営
を
支
え
た
古
代
氏
族
―
」（
栄
原
永
遠
男
編
『
古
代
の
人
物
3 

平
城
京
の
落
日
』）
清
文
堂
出
版�

二
〇
〇
五
年
一
二
月

「
都
城
に
お
け
る
街
路
と
宅
地
―
古
代
都
市
変
容
の
一
面
―
」『
研
究
成
果
報
告
論
集 

東
西
都
市
の
歴
史
的
諸
相
』（
青
山
学
院
大
学
総
合
研
究
所
）�

二
〇
〇
六
年　

三
月

「
飛
鳥
の
政
治
空
間
」（『
続
明
日
香
村
史
』
上
巻 

論
考
編
）
明
日
香
村�

二
〇
〇
六
年　

九
月

「
長
岡
平
安
遷
都
の
史
的
背
景
―
首
都
立
地
論
の
試
み
―
」『
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告
』
一
三
四
集�

二
〇
〇
七
年　

三
月

「
日
本
古
代
の
天
皇
―
王
権
と
宗
教
―
」（
渡
辺
節
夫
編
『
王
の
表
象 

文
学
と
歴
史
・
日
本
と
西
洋
』
山
川
出
版
社�

二
〇
〇
八
年　

三
月
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「
鳥
羽
市
神
島
の
集
落
と
そ
の
形
成
」『
日
本
に
お
け
る
漁
業
・
漁
民
・
漁
村
の
総
合
的
研
究 

平
成
一
八
年
度
・
一
九
年
度
中
間
報
告
書
』�

二
〇
〇
九
年　

二
月

「
鳥
羽
市
神
島
の
集
落
と
そ
の
構
造
―
地
引
絵
図
の
分
析
を
中
心
に
―
」『
日
本
に
お
け
る
漁
業
・
漁
民
・
漁
村
の
総
合
的
研
究
』�

（
平
成
一
八
年
度
～
二
一
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
（
基
盤
研
究
B
）
研
究
成
果
報
告
書
）�

二
〇
一
〇
年　

三
月

「
首
都
の
治
安
と
防
備
―
平
城
京
の
都
市
支
配
―
」『
歴
史
と
地
理 

日
本
史
の
研
究
』
二
二
九
号�

二
〇
一
〇
年　

六
月

「
都
の
民
衆
と
災
害
・
都
市
問
題
」（
西
山
良
平･

鈴
木
久
男
編
『
古
代
の
都
3 

恒
久
の
都　

平
安
京
』）
吉
川
弘
文
館�

二
〇
一
〇
年
一
〇
月

「
日
本
古
代
の
国
家
と
〈
こ
と
ば
〉」（
土
方
洋
一
・
渡
辺
節
夫
編
『
国
家
と
言
語
』）
弘
文
堂
）�

二
〇
一
一
年　

三
月

「
鳥
羽
市
神
島
の
近
世
文
書
」『
青
山
史
学
』
三
一
号�

二
〇
一
三
年　

四
月

「
近
世
神
島
の
村
絵
図
」『
青
山
史
学
』
三
三
号�

二
〇
一
五
年　

二
月

「『
参
海
雑
誌
」
に
み
え
る
近
世
の
神
島
』『
青
山
史
学
』
三
四
号�

二
〇
一
六
年　

二
月

「
天
武
朝
の
複
都
制
」（
佐
藤
信
編
『
史
料･
史
跡
と
古
代
社
会
』）
吉
川
弘
文
館�

二
〇
一
八
年　

三
月

「
近
世
神
島
の
租
税
と
漁
業
体
系
」『
青
山
史
学
』
三
七
号�

二
〇
一
九
年　

二
月

「
平
安
京
の
住
人
―
左
京
と
右
京
―
」
青
山
学
院
大
学
文
学
部
『
紀
要
』�

二
〇
一
九
年　

三
月

「
鳥
羽
市
神
島
の
歴
史
と
現
在
―
漁
村
集
落
の
空
間
復
原
―
」
青
山
学
院
大
学
文
学
部
『
紀
要
』
六
一
号�

二
〇
二
〇
年　

三
月

「
現
代
都
市
と
古
代
都
市
―
平
城
京
の
雑
踏
か
ら
渋
谷
の
街
を
照
射
す
る
―
」『
都
市
史
研
究
』
七
号�

二
〇
二
〇
年
一
〇
月

「
平
城
京
木
簡
の
建
築
名
称
―
皇
后
宮
職
と
長
屋
王
邸
―
」『
平
城
宮
・
京
跡
出
土
木
簡
と
そ
の
歴
史
環
境
の
グ
ロ
ー
バ
ル
資
源
化(

科
学
研
究
費
補
助
金 

研
究
成
果
報
告
書
）

�

二
〇
二
二
年　

三
月

【
そ
の
他
】

「
一
九
八
六
年
の
歴
史
学
界
―
回
顧
と
展
望
―
日
本
（
古
代
）」『
史
学
雑
誌
』
九
六
編
五
号�

一
九
八
七
年　

五
月

書
評　

平
田
耿
二
著
『
日
本
古
代
籍
帳
制
度
論
』『
歴
史
』
六
九
号�

一
九
八
七
年　

九
月

書
評　

関
晃
先
生
古
稀
記
念
会
編
『
律
令
国
家
の
構
造
』『
歴
史
』
七
三
号�

一
九
八
九
年　

九
月

「
一
九
九
二
年
の
歴
史
学
界
―
回
顧
と
展
望
―
日
本
（
古
代
）」『
史
学
雑
誌
』
一
〇
二
編
五
号�

一
九
九
三
年　

五
月

笹
山
晴
生
編
『
古
代
史
年
表
』
上
巻　

東
京
堂
出
版�

一
九
九
三
年　

九
月
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書
評　

櫛
木
謙
周
著
『
日
本
古
代
労
働
力
編
成
の
研
究
』『
史
学
雑
誌
』
一
〇
六
編
八
号�

一
九
九
七
年　

八
月

書
評　

鬼
頭
清
明
著
『
古
代
木
簡
と
都
城
の
研
究
』『
木
簡
研
究
』
二
二
号�

二
〇
〇
〇
年
一
一
月

書
評
・
新
刊
紹
介　

妹
尾
達
彦
著
『
長
安
の
都
市
計
画
』『
唐
代
史
研
究
』
六
号�

二
〇
〇
三
年　

八
月

書
評
と
紹
介　

西
山
良
平
著
『
都
市
平
安
京
』『
日
本
歴
史
』
六
八
二
号�

二
〇
〇
五
年　

三
月

コ
ラ
ム　
「
都
城
の
占
地
論
」『
長
岡
京
遷
都
―
桓
武
と
激
動
の
時
代
―
』（
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
）�

二
〇
〇
七
年
一
〇
月

新
刊
紹
介　

藤
本
強
著
『
都
市
と
都
城
』『
年
報
都
市
史
研
究
』
一
六
号�

二
〇
〇
九
年　

二
月

コ
ラ
ム　
「
文
字
と
情
報
」『N

EW
S SO

K
EN

』（
青
山
学
院
大
学
総
合
研
究
所
）�

二
〇
一
〇
年　

三
月

「
研
究
余
滴 

鳥
羽
市
神
島
の
集
落
調
査
」『
青
山
学
報
』（
青
山
学
院
本
部
広
報
室
）�

二
〇
一
〇
年
一
二
月

書
評 

吉
田
歓
著
『
日
本
古
代
都
城
と
中
世
都
市
平
泉
』『
唐
代
史
研
究
』
一
八
号�

二
〇
一
五
年　

八
月

新
刊
紹
介 

高
橋
昌
明
著
『
京
都
〈
千
年
の
都
〉
の
歴
史
』『
都
市
史
研
究
』
二
号�

二
〇
一
五
年
一
一
月

新
刊
紹
介 

舘
野
和
己
編
『
日
本
古
代
の
み
や
こ
を
探
る
』『
都
市
史
研
究
』
三
号�

二
〇
一
六
年
一
一
月

書
評
と
紹
介 

西
山
良
平
・
鈴
木
久
男
・
藤
田
勝
也
編
著
『
平
安
京
の
地
域
形
成
』『
日
本
歴
史
』
八
三
三
号�

二
〇
一
七
年
一
〇
月

都
市
史
学
会
編
『
日
本
都
市
史･

建
築
史
事
典
』（
編
集
幹
事
）
丸
善
出
版�

二
〇
一
八
年
一
一
月

書
評
と
紹
介 

橋
本
義
則
著
『
日
本
古
代
宮
都
史
の
研
究
』『
日
本
歴
史
』
八
五
五
号�

二
〇
一
九
年　

八
月

【
講
演
・
口
頭
発
表
等
】

「
氏
の
祭
祀
と
氏
に
つ
い
て
」　

第
八
三
回
史
学
会
大
会
（
東
京
大
学
）�

一
九
八
五
年
一
一
月

「
御
倉
町
に
つ
い
て
の
基
礎
的
研
究
」　

第
八
七
回
史
学
会
大
会
（
東
京
大
学
）�

一
九
八
九
年
一
一
月

「
都
城
の
変
容
」「
都
市
に
お
け
る
交
流
空
間
の
史
的
研
究
」（
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
）�

一
九
九
三
年　

三
月

「
律
令
国
家
と
出
羽
国
」　

山
形
考
古
学
会
第
二
五
回
大
会�

一
九
九
六
年　

六
月

「
都
城
の
成
立
と
京
戸
」　

古
代
都
城
制
研
究
集
会
第
三
回
「
古
代
都
市
の
構
造
と
展
開
」（
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
）�

一
九
九
八
年　

二
月

「
日
本
都
市
史
の
論
点
と
課
題
―
網
野
善
彦
氏
の
業
績
に
学
ん
で
―
」　

山
形
史
学
会
大
会
（
山
形
大
学
）�

一
九
九
八
年
一
〇
月



青
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学
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「
日
本
古
代
の
都
城
の
形
成
を
め
ぐ
っ
て
」
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
東
ア
ジ
ア
の
伝
統
都
市
」（
都
市
史
研
究
会
、
ぐ
る
ー
ぷ
・
と
ら
っ
ど
）（
江
戸
東
京
博
物
館
）

�

二
〇
〇
〇
年
一
一
月

「
首
都
論
と
日
本
古
代
の
都
城
」
二
〇
〇
一
年
度
日
本
史
研
究
会
大
会
全
体
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
首
都
論
の
創
造
」（
仏
教
大
学
）�

二
〇
〇
一
年
一
一
月

「
現
代
都
市
と
古
代
都
市
―
平
城
京
の
雑
踏
か
ら
渋
谷
の
街
を
照
射
す
る
―
」
二
〇
一
九
年
度
都
市
史
学
会
大
会
（
青
山
学
院
大
学
）�

二
〇
一
九
年
一
二
月

「
古
代
日
本
と
『
首
都
』」　
「
公
開
講
座 

首
都
か
ら
歴
史
を
読
み
な
お
す
―
「
東
京
一
極
集
中
」
の
歴
史
的
前
提
を
問
う
（
青
山
学
院
大
学
文
学
部
）�

二
〇
二
四
年　

五
月

【
共
同
研
究
・
競
争
的
資
金
等
の
研
究
課
題
】

「
日
本
古
代
の
『
京
』
の
形
成
と
朝
鮮
三
国
の
都
城
」　

日
本
学
術
振
興
会  

奨
励
研
究
A
（
研
究
代
表
者
（
単
独
））�

一
九
九
三
年
四
月
～
一
九
九
四
年
三
月

「
日
本
型
伝
統
都
市
類
型
の
社
会=
空
間
構
造
に
関
す
る
基
盤
的
研
究
」
日
本
学
術
振
興
会　

基
盤
研
究
A
（
研
究
分
担
者
）�

一
九
九
八
年
四
月
～
二
〇
〇
一
年
三
月

「
伝
統
都
市
の
社
会=

空
間
構
造
と
諸
類
型
に
関
す
る
基
礎
的
研
究
」
日
本
学
術
振
興
会  

基
盤
研
究
A 

2
（
研
究
分
担
者
）�

二
〇
〇
一
年
四
月
～
二
〇
〇
五
年
三
月

「
前
近
代
に
お
け
る
王
の
権
力
と
表
徴
」（
総
研
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）（
研
究
分
担
）　

青
山
学
院
大
学
総
合
研
究
所�

二
〇
〇
五
年
四
月
～
二
〇
〇
七
年
三
月

「
都
市
イ
デ
ア
の
生
成
と
変
容
に
関
す
る
空
間
論
的
研
究
」
日
本
学
術
振
興
会  

基
盤
研
究
A
（
研
究
分
担
者
）�

二
〇
〇
六
年
四
月
～
二
〇
〇
九
年
三
月

「
日
本
に
お
け
る
漁
業･

漁
民･

漁
村
の
総
合
的
研
究
」
日
本
学
術
振
興
会  

基
盤
研
究
B
（
研
究
分
担
者
）�

二
〇
〇
六
年
四
月
～
二
〇
一
〇
年
三
月

「
国
家
の
歴
史
的
形
成
と
文
学
お
よ
び
言
語
の
動
態
的
研
究
」（
領
域
別
研
究
部
門
人
文
科
学
）（
研
究
分
担
）　

青
山
学
院
大
学
総
合
研
究
所

�

二
〇
〇
八
年
四
月
～
二
〇
一
〇
年
三
月

「
平
城
宮
・
京
跡
出
土
木
簡
と
そ
の
歴
史
環
境
の
グ
ロ
ー
バ
ル
資
源
化
」
奈
良
文
化
財
研
究
所  

基
盤
研
究
A
（
研
究
分
担
者
）�

二
〇
一
八
年
四
月
～
二
〇
二
〇
年
三
月

【
受
賞
】

二
〇
一
五
年
度
青
山
学
院
学
術
賞　
『
平
城
京
成
立
史
論
』�

二
〇
一
五
年
一
一
月




